
 
 

※ 申請書から転記いただいて構いません。 

「ＪＡバンク茨城子ども食堂応援助成２０２３」活動報告書 

活動名 子ども食堂 

団体名 渡里みんなの食堂ハーモニー 

この活動で
取り組んだ
地域の課題
や背景（※） 

子ども食堂に対して，貧困救済という見方をする方の多い地域だったので，その偏見を
取り除き，子ども食堂がだれでも参加できる場所として認知してもらえるようになるこ
とを願って活動してきました。 

この活動の
目的（※） 

私たちの子ども食堂が，子どもたちにとって居心地のいい場所となり，多子世帯のお母
さん方や一人暮らしのお年寄りにも楽しく過ごしてもらえる場所として，認めてもらえ
るようになること。 

活動の対象
（※） 

地域の子どもたちを中心に，保護者の方，一人暮らしのお年寄り，地域外の方も含めて
活動の対象と考えています。 

実施内容 

地域の方に存在を知って頂けるよう，親しみのあるチラシを作って近隣の小学校に配布
したり，JAの直売所や近隣のドラッグストアにチラシを置かせてもらったりしました。 
また，寄付で頂いたお米やラーメン，缶詰などを主体として，８月と１２月に，子ども
食堂に来て頂いている家族を対象としたパントリーを開き，より近くに存在を感じても
らえるように努めました。 
８月からは，市民センターを使用できるようになり，時間的にも慌てなくて済むように
なったので，来て頂いた方とはできるだけお話をするようにしています。 
市民センターでの開催という安心感があるためか，お年寄りも何人か食べて行ってくれ
るようになり，毎月楽しみにしてもらっています。 
（台車や炊飯器も市民センターでお借りできるので，購入を見合わせてしまいました。） 
学生の参加も，知人が自分の母校の先生を紹介してくださって，毎回ではありませんが，
２つの大学の学生が参加してくれるようになりました。 
地域の農家の方の紹介で，JA の直売所から，開催日の前日に野菜を頂けるようになり
ました。チラシも貼らせて頂いています。 
１２月には，クリスマスツリーや手作りのリースを飾って，ケーキを焼き，クリスマス
会を開きました。子どもたちがとても喜んでくれました。 

活動実施後
の成果 

近隣の小学校などに改めてチラシを配ったところ，来てくれる家族が増えました。 
また，パントリーの際に，お茶とお菓子を用意して，時間のある方には休憩して行って
もらったのですが，いろいろとお話ができて，それ以降，お互いの距離が縮まったよう
に思えます。 
１人で食事に来てくれるお年寄りも徐々に増えて来て，少しですがお話させて頂いたり
できるようになってきました。 
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学生の参加については，どうしてもムラがあるのですが，興味は持ってくれているよう
なので，今後もボランティアを募って行きたいと思っています。 
親御さんからの希望で，中学生や小学生だけで参加してくれる子どもたちがいるのです
が，家で，「おいしかった」「来月も行きたい」と言ってくれるそうです。 
ドラマなどで子ども食堂を取り上げてくれていることもあると思いますが，市民センタ
ーで開催していることや，JA の直売所にチラシを貼らせて頂いていることで，地域の
方に安心感を持って頂けるようになってきていると思います。 

今後の展望
や 新 た に  
見えてきた
地域課題 

１２月のパントリーの際，お子さんが４人いるシングルマザーの方が，子どもたちを冬
休みにどこにも連れて行ってあげることができない，学童にも行かせてあげられないと
言って涙ぐんでいました。 
その他にも，お子さんにやや障害のある方，子育てに不安を持っている方など，近い距
離に立ってみると，様々な問題が見えてくるようになりました。 
今後，少しでも役に立てるよう，サポートできる場面を模索して行きたいと思っていま
す。 
また，最近，６人のお子さんがいるというシングルマザーの方が，縁あって私たちの子
ども食堂にお弁当を取りに来ることになりました。 
当然，作る食数が増えるのですが，スタッフの人数が安定せず，極端に人手の足りない
月ができてしまうことがあります。 
どうやってスタッフの数を増やすかも今後の大きな課題だと思っています。 

寄付者への
一言（※） 

子ども食堂にご寄付をありがとうございます。 
頂いたご厚意を活かせるように，一生懸命頑張りました。 
いつか子どもたちが大きくなって，子ども食堂に行ったことを思い出す時，「楽しかっ
た」「おいしかった」素敵な記憶として思い出してもらえるよう，これからも頑張って
行こうと思います。 
どうぞこれからも応援してください。 

自己評価 
（いずれかに

○を記入） 

A. 目標を超える成果を得ることができた 
B. ほぼ目標どおりの結果となった 
C. 残念ながら目標を達成できなかった 
D. その他（                                ） 

自己評価で C

を記入された

場合、その理由 

 
 
 
 

※ 欄の大きさは自由に変えていただいて結構ですが、全体で 2ページ以内となるようご配慮ください。 
※ 活動の様子がわかる写真数枚のデータを別途ご送付ください。 
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※ その他必要に応じて補足書類をご提出ください。 


